L1方言別L2音声習得の差異

―韓国語母語話者のL2日本語習得の場合―

金　菊煕

1999年度の修正論文では｢外国人訛り｣(Foreign Accent)と呼ばれる、L2学習者のL1音声習得に見られる特徴を中心に2つの実験を試みた。実験1では在日年数と外国人訛りの程度の相関関係を調べ、実験2では韓国語話者のL2日本語の発話における外国人訛りの程度を、日本語の母語話者と上級日本語学習者である韓国語話者はそれぞれどのように評価しているのかを調べた。

2つの実験の結果からは母語話者と非母語話者の言語能力はその‘知覚’の段階から異なっていることが分かった。しかし、L2発音の習得では学習者の母語の影響がもっとも明らかに観察されるが、2つの実験の被験者選定では韓国語の母語話者を対象としていたため、韓国国内の各地方方言の違いを考慮に入れなかった。それが実験結果に何らかの影響を与えていた可能性を完全に排除することはできない。

韓国語を母語とする話者の間でも出身地方によって話す方言の差異は発音の面においてかなりはっきりと特徴付けられるものである。特にアクセント型においては、韓国の慶尚南北道､全羅道の一部、江原道の一部でピッチアクセントが存在することが明らかになっている。(cf.福井 玲2000)

今回のパイロットテストでは1999年度に行われた実験をもとに、韓国語話者である被験者をソウル出身話者と慶尚道出身話者に分け、それぞれの母語におけるアクセント型の違いがL2日本語の発音習得にどのような影響を与えているのかを、外国人訛りの程度を基準に調べてみた。

テストの結果から、ソウル出身話者と慶尚道出身話者の間でL2日本語における外国人訛りの程度は統計上の結果では大きな差は見られなかった。しかし、日本語母語話者の訛りの評価において、慶尚道出身話者の方がソウル出身話者の場合より、日本語の母語話者と思われる事が多かった。
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